
講演タイトル （英語での講演を逐次通訳します）
A Model for Secure and Mutually Beneficial Software 
Vulnerability Sharing in Competitive Environments
（競合環境における安全で相互に有益なソフトウェア脆弱性情報共有モデル）
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■お申込み ：以下のメールアドレスにお申し込みください．
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通訳
付き

二つの競合する企業の一方が，コストをかけてサイバーセキュリティ 関  知見 見出 
たとします．この  ，  知見   企業 秘密   活用            ？そ
れ  ，部分的 開示 ，相手  見返  更  知見をもらえることを期待するほうがよ
いのでしょうか？このような駆け引きのある状況はいわゆる   理論 扱   ができます．
本講演では，ソフトウェアの脆弱性情報を対象に経済学的    理論 用  研究
成果をCid教授が紹介します．研究においては，脆弱性の調査にどれだけ投資すべきか，
また，調査結果をどの程度情報共有    を数学的に扱います．特 ，数学 概念
である"完全ベイジアン均衡"という特徴を描写していきます．さらに，企業が合意した一定
の値まで平等に情報を開示し合う"プライベートセットオペレーション"なるプロトコル（やり取
り）を説明します．
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